
福島第一及び福島第二原子力発電所周辺の地質調査結果報告の概要 

 

○ 「総合資源エネルギー調査会 原子力安全・保安部会 耐震・構造設計小委員会 地震・津波、地質・

地盤合同ワーキンググループ第４回Ａサブグループ会合」において、新潟県中越沖地震を踏まえて福

島第一及び第二原子力発電所周辺の陸域及び海域で実施した地質調査結果のうち、活断層評価に関す

る内容を報告しましたので、お知らせいたします。調査結果の概要は以下の通りです。 

 

＜陸域における調査結果＞ 

① 文献で示される双葉断層のうち、耐震設計上考慮すべき区間は、丸森町
まるもりまち

小斉
こ さ い

東方
とうほう

から南相馬市

原町区
はらまちく

馬場
ば ば

までの約 37ｋｍと評価しました。 

② 地震調査研究推進本部が示す双葉断層のうち、北部の亘理
わ た り

町長
ちょうなが

瀞
とろ

から初野
は つ の

まで（いわゆる相

馬断層）については、変動地形学的調査及び地表地質調査の結果、後期更新世以降の活動が認

められないことから、耐

震設計上考慮すべき活

断層ではないと評価し

ました。 

③ 富岡町
とみおかまち

上手岡
かみておか

で実施し

たボーリング調査及び

地震探査の結果、最終間

氷期の地層・地形面に断

層による変位・変形が認

められないこと、これま

での調査により馬場地

点以南において最終間

氷期の段丘面に変動地

形は判読されないこと

から、馬場以南の双葉断

層は耐震設計上考慮す

べきものではないと評

価しました。 

 

 

＜海域における調査結果＞ 

敷地前面海域及び周辺海域で実施した海上音波探査の結果、耐震設計上考慮すべき活断層はない

と評価しました。 

 

○ 発電所沿岸で実施しているベイケーブル調査（陸域と海域の地質構造をつなぐための地下探査）、敷

地内で実施した大深度ボーリング調査等の結果がとりまとまり次第、随時報告する予定です。 

以 上 

平成 20 年８月４日 

東京電力株式会社 

福島第一原子力発電所

福島第二原子力発電所
測線5

測線3

測線4

測線2

測線1

        海上音波探査測線 

        地下探査測線（P波震源） 

        ベイケーブル探査 

        ボーリング調査及び地下探査（S波震源） 

        地下探査（S波震源） 

最終間氷期の地層に変位・変形が認められないこ
とを確認した小斉東方から馬場までの37kmにつ
いて活動性を評価。

ただし，双葉断層の東方に分布する相馬断層につ
いては，現在地質調査結果の取り纏めを行ってい
る段階であることから，中間報告では，暫定的に

地震調査研究推進本部が示す亘理町長瀞までの
47.5kmについて活動性を評価。
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られない。
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段丘堆積物に高度不連続
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赤柴（あかしば）
断層推定位置に分布する
Ｍ２面に変位地形が認めら
れない。

高瀬（たかせ）
断層推定位置に分布する
高位段丘面に変位地形が
認められない。
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　　　　　（平成20年3月31日お知らせ済み）

最終間氷期の地層に変位・変形が認められないこ
とを確認した小斉東方から馬場までの37kmにつ
いて活動性を評価する。また，相馬断層について
は活動性を評価しない。

長瀞（ながとろ）
地震調査研究推進本部の
示す双葉断層の北限

今回の評価
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